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論文内容の要旨
角膜の脱水機構は角膜の透明性維持には最も重要な機構の一つであり、古くから多くの研究がなさ
れているがいまだ不明の点も多しミ o Merriam-Kinsey 液を用い角膜の temperature reversal 現象の
際に角膜実質に出入する水、 Na+、 K+、 Cl を経時的に測定し、さらに Merriam由 Kinsey 液に ouab­
ain を加えたり、酸素の有無、ブドウ糖の有無が角膜の témperature reversal 現象にどのように影響
するかを検討し、角膜の fluid transport機構と脱水機構の解析を試みた。
〔方法ならびに成績〕
実験方法: 2 ~ 3 kgの白色家兎を用いた。眼球を摘出した後、 Merriam- Kinsey 液(以下MK液と略
す)または Merriam-Kinsey 液よりブドウ糖を除き代りに庶糖を加えた液(以下MK-S 液と略す)中
で強角膜片を作り、常に両眼を対として400ml の MK 液または MK-S 液中に入れ、 4 0C で 22時間放置
した。 22時間後、一眼の強角膜片を取り出し、裸の角膜実質を作り、湿および乾燥重量を測定した。
他眼の強角膜片は、 MK液または MK-S 液の温度を370C に上げ l 、 2 、 4 時間、場合により 6 、 8 、 12 、
16時間まで反応させた後、湿および乾燥重量を測定した。新鮮角膜の標本作成法および注意は先の大
鳥の報告の通りである。乾燥重量測定後、 5ml のO.1N HN03で一晩振濯して抽出し、適当に稀釈し
て Na+、 K+、 Cl 一濃度を測定した。
実験条件: (1)強角膜片を MK 液で充分 O2 ガスを与えた場合。 (2)上の条件下に370C に加温後 ouabain
を 10- 5 M または10- 6 M になるように加えた場合。 (3)4 0C に保温するはじめから 10- 5 M になるように
ouabain を加えた場合。 (4)MK-S 液を用い好気的状態とした場合。 (5)MK 液を用い嫌気的状態とした
場合び (6)MK由 S 液を用い嫌気的条件にした場合である。
実験成績:新鮮家兎95眼の角膜実質の水、 Na 七 K+、 Cl 一含量は先の大鳥の報告とほぼ一致した。
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新鮮角膜実質の水 (mg水/mg乾燥重量)、 Na七 K+、 CI--: (meq/kg乾燥重量)の値を 0% とし、 4 0C22日寺
間後の膨潤角膜実質のそれぞれの値を100% としてみると以下の通りであった。
(1)の条件下では、 temperature reversal はほぼ完全におごり水、 Na十、 CI-- は全く同時に平行して
4 時間までは直線的に下降し、 8 時間までは下降しつづけた後再び角膜実質の膨化に伴って上昇した。
一方 K+は、はじめの 1 時間以内に急速に実質内に蓄積され、 16時間後もまだ実質中に蓄積されていたO
(2)の条件下では、 ouabain を 10- 5M にMK 液に加えると temperature reversal は完全に阻害され、
時間とともに角膜実質は膨潤し水、 Na+、 CIーは同時に平行して上昇した。一方 K+は、はじめの 1 時
間目までは角膜実質内に軽度に蓄積が認められたが以後は実質からの漏出がつづいた。 ouabain の濃
度を 10- 6Mに下げると阻害効果は軽度に認められるのみになり、実質内 K+の蓄積が認められた。 10一 7
M に下げると阻害効果は全然認められなかった。
(3)の条件下では、角膜の temperature reversal は完全に阻害され、 K+は角膜実質中に全然蓄積さ
れることなく直線的に実質より漏出を続けた。
(4)の条件下では、 (1)よりやや劣るがほぼ同様の傾向を示した。
(5)の条件下では、 temperature reversal は起ることは起ったが、かなり強い阻害が認められた。
特に K+は実質内に初期には蓄積されるが、 2 時間目をピークに急速に下降した。
(6)の条件下では、 temperature reversal は全くわこらず、角膜実質は膨潤しつづけることが明らか
になった。この場合には角膜実質からの Na+ と CI の排出も全く見られず、 K+ははじめの1時間目ま
では角膜実質中にやや蓄積されたように見られるがその後は漏出をつづけた。
〔総括〕
(1) 角膜の tempera加 re reversal の際に起る fluid transport は isotonic transport に属するもので
水と Na+ と CIーは同時に角膜実質より排出されるが、 K+は角膜実質内に蓄積され、 temperature
reversal を阻害する条件下では K十は実質から漏出する。
(2) 角膜の temperature reversal における fluid transport は ouabain によって阻害され、 half ma. 
ximum inhibition を起す ouabain 濃度は10- 6Mである。
(3) 角膜の temperature reversal effect は人工房水中のブドウ糖の有無、酸素の有無により異る。
好気的条件では、人工房水中にブドウ糖があってもなくても角膜の tempera加 re reversal は充分
におこる。嫌気的条件で、は人工房水中にプドウ糖が存在しでも角膜の temperature reversal effect 
はかなり阻害される。嫌気的条件で、人工房水中にブドウ糖が存在しない場合は角膜の temperature 
reversal は完全に阻害される。このことは、角膜の temperature reversal は aerobic metabolism 
により産生されるエネルギーにより主として行われることをいみする。
論文の審査結果の要旨
角膜は上皮側は涙液で、内皮側は房水で浸されているにもかかわらず正常時は常に一定の含水量に
保たれ透明性を維持している。この問題に関して多方面から研究がなされているがいまだ不明の点が
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多い。本研究は、この角膜の透明性維持の機構を temperature reversal 現象(角膜を冷やすと膨潤し
370C に戻すと再び透明になる現象)を利用し、角膜実質に出入する水および電解質を詳細に測定して
角膜の temperature reversal の際の fluid transport 機構と脱水機構を生理学的、生化学的に解析し
ようと試みたものである。この種の実験に関しては今まで成績も少く、信頼性にも欠けている点があ
ったが本実験により temperature reversal の際の fluid transport は isotonic transport と結論され
またその脱水機構もかなり明らかとなった。今後の角膜の生理学的、生化学的研究にも役立つ所が大
である。
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